
証
この製品は厳密な品質管理および検査に合格し、製造出荷された製品です。しかし通常の

こ使用において万ー自然故障や調整の必要が生じた場合は保証規定に従い保証いたします。

《保証規定》

l, 本機の取扱説明書、本体貼付の注意ラベル等に従った正しい使用状態で保証期間内に故障した場合には

無償修理いたします。お買上げの販売店に商品を本保証書とともにこ持参ください。

2. 次の場合は保証期間中でも有償修理となり、実費にて申し受けます。

(a)お取扱いの不注意及びお客様こ自身による修理改造が原因の故障または損傷。

(b)お買上げ後の輸送、移動、落下等による故障または損傷。

(C)火災、地震、水害、落雷などの天災地変、公害、塩害、ガス害、異常電圧や指定外の電源使用など

による故障または損傷。

(d)本保証書のご提示がない場合。

(e)本保証書に品番、製造番号、お買上げ年月日、お客様名、住所、販売店名の記入がない場合、ある

いは記入内容を改ざんされた場合。

3. 修理こ依頼品のこ持参及びお持ち帰りの交通費など、またはこ郵送される場合の郵送料金及び諸掛かり

は、お客様のご負担となります。なお、故障の内容によりましては、修理にかえて同等製品と交換させ

ていただくことがあります。

4 本保証書は日本国内においてのみ有効です。 Thiswarranty is valid only for Japan 

※この保証暑によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

品番 NSE-404 製造番号

保証期間 お買上げ 年 月 日より6カ月間

お
こ住所〒

客 TEL 
様

様

住所・店名・ TEL

販
.J,.,, .L . 

店

バーソナルシュレッダ

NSE-404 
この度は、弊社パーソナルシコレッダをお買い上げいただき誠にありがとうこざいます。

●この「取扱説明書」は本機の操作方法および使用上の注意車項について記載しています。

●本機の性能を十分発揮させ、安全で効果的なこ使用をしていただくためにも、この「取扱

説明書」を最後までお読みください。

●お読みになった後は大切に保管し、必要な時にこ利用ください。

口

Nakabayashi 

諏扱説明書 I
•保証書付・

＊販売店様へ：必要事項をこ記入の上、お客様へお渡しください。
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m:0120-166·77910:00~12:oo/13:oo~11:oo 
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奎 :— ごを-

トラブル時のチェックボイント I 

トラブルが発生した場合、以下のチェックを行ってください。

細断できない、細断途中で止まった

原因（チェックポイント） 処 置

●電源プラグがコンセントに差し込まれて ●電源プラグをコンセントに差し込んでく

いますか。 ださい。

●電源スイッチが「入」、電源ランプが ●電源スイッチを「入」、細断ボタンを押して

「青色で点灯」していますか。 電源ランプを青色に点灯させてください。

●ダストボックスがシュレッダ本体に正し ●ダストボックスをシュレッダ本体に正し

くセットされていますか。 くセットしてください。

●細断物がつまっていませんか。 ●7ページ【細断物がつまった時は】を参照。

●細断物を多く入れすぎていませんか。 ●一度に細断できる最大枚数は、紙 (A4
上質紙64g/ポ） 9枚、 CDは1枚です。

適量に分けて細断してください。

● 10分以上連続で細断したり、投入物が ●電源スイッチを「切」にして約30分程

つまったまま放置していませんか。 度休ませてからこ使用ください。

●投入口の感知部で細断物を感知していま ●感知部が感知できる位置に（投入口の中

すか。 央に）細断物を投入してください。

●ダストボックス、分別ケースが満杯にな ●8ページ【細断くすを捨てる時は】を参照。

っていませんか。

細断後、自動停止しない

原因（チェックポイント） 処 置

●投入口に細断くすや細断物がつまって感 ●別の細断物を用意し、つまっている細断

知部が誤って感知していませんか。 くすや細断物を押し込んで細断してくだ

さい。 （紙の場合）

●7ページ【細断物がつまった時は】を参照。

e
 

上記のチェックを行っても、なお不具合がある場合は、電源スイッチを「切」にして
電源プラグをコンセントから抜き、お買上げの販売店または弊社にこ相談ください。

④取扱説明書（保証書付き）

シュレッダ本体および付属品がそろっていることを確認してください。
足らない物がある時は、お買い上げの販売店へこ連絡ください。

- l - - lO -
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細甑くすを捨てる時は I 

細断くすは透明窓から見ていっぱいになる前に処分してください。分別ケースにCDの細断くす
がある場合は、先に分別ケースの細断くすを処分してください。

紙の場合 CDの場合

い

△注意 ●機械のこ使用上の注意事項

〇誓品二雪品□:です。下記の細断可能物以外のものは投入しないでくだ

細断可能物・紙 (A4上質紙64g/吋）
・CD、CD-R/RW、DVDなどの12cmディスク
※材質や表面加工などにより細断できない、またはマイクロカットできない場合があります。

◎己壬一~~,-~~ii;五―ミ:I~;;~;~ ら五―玉」ー］五―万、ー冨三三ーし＼

◎言言に鸞誓門忠、紙(A4上質紙64g/n1):9枚、 CD:l枚です。適量

〇亨悶誓~ij虐戸〗ご覧丘、故＇の原塁悶字；こりしている祇
・クリップや安全ピン、ステープラのlO号、ll号針以外の針等がついている紙
・粘着シールや粘着テープを貼っている紙

- 3 -

ダストボックス ※分別ケースについて
紙を細断する際に分別ケースが取り付けて
あると、細断くすが分別ケースの中に入る
ことがあります。

分別ケースの容量はCD5枚までです。
細断が終わったあとは細断くすを処分してください。細断くすが分別ケースにたまるとつまってしまい、
ダストボックスが引き出せなくなる場合があります。引き出しにくい場合は、ダストボックスを前後に
数回軽く揺すってください。

※細断くすを処分する際のこ注意
処分する際に細断くすが飛散する場合があります。特に冬期で乾燥している場合は静電気が発生し、
飛散またはダストボックスなどに付着しやすくなります。また、 CDの場合は金罠箔が発生します
ので、あらかじめ掃除機などをこ用意ください。

C 細断くすを捨てる時は、必す電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。

R 細断物の排出口にはカッターがありますので、絶対に手や指を入れないでください。

R CDの細断くすに直接触れる時はお取り扱いにこ注意ください。ケガをする場合があります。
またCD細断時には金属箔がでます。体内に入らないよう、お取り扱いにこ注意ください。

⑪細断くすの処分はお早めに
巻き込みなどの原因となりますので、細断くすはダストボックスがいっぱいにな
る前に捨ててください。また、紙 ・CDの細断くすはお住まいの自治体のコミ分別
方法に従ってください。

- 8 -



1 曰使用前の準備
ダストボックスに分別ケースを取り付けて、シュレッダ本体にセットしてください。また、
底面の手前にある2個のキャスターをロック状態にしてください。
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い
分別ケース
※CDを細断する場合
に使用します。

⑪ 安全のため、本機はシュレッダ
本体にダストボックスがきちん
とセットされていないと作動し
ません。 （運転中もシュレッダ
本体からダストボックスを外す
と自動的に止まります）

ダストボックススイッチの突起
をダストボックススイッチの穴
に押し込むように、きちんとセ
ットしてください。

キャスターのロック方法

※ロックレバーは手前の
キャスターのみです。

ロックレバー

1 四み袋を取り付ける場合（こみ袋を取り付けなくても使用できます）

① ダストボックスを本体から引き出し、分別ケースを取り外してからこみ袋をセットし
ます。

R こみ袋の口をダストボックスの側面上部で折り返します。折り返した部分はダストボックス
の周囲に沿うように整えます。その際に下図の突起部にかからないように注意してください。

③ 碑ケースを使用する場合は、こみ袋の上から所定の位置に取り付けます。

④ こみ袋が本体のダストボックススイッチの穴を塞がないように注意しながらダストボ
ックスを本体にセットします。

ダストボックス

分別ケース~~
スイッチの穴

J 

側面に沿うように整えます。

こみ袋は市販の45e (650 x 800mm程度）が使用できます。

- 5 -

④
 

1 操作方法／紙の場合 I 

① 疇スイッチが「切」になっていることを疇してから、電原プラグをコンセントに差し込み、
電原スイッチを「入」にしてください。電源ランプが青色に点滅します。

R ダストボックスをきちんとセットしてください。

肛lダストボックスに細断くすが多く残っている場合は、細断くすを処分してください。

③細断ボタンを押して電源ランプを青色に点灯させてください。

④紙を投入口の中央にまっすぐ投入してください。自動的に細断
を開始し、細断が終わると自動停止します。

⑪ 門悶紙投入口の中央にある感知部が感知するように投入
ください。感知しないとシュレッダは作動しません。

⑤細断終了後、細断ボタンを押して電源ランプを点滅させ、電
源スイッチを「切」にしてください。

1 操作方法/CDの場合 I 

① 疇スイッチが「切」になっていることを疇してから、電原プラグをコンセントに差し込み、
電源スイッチを「入」にしてください。霰原ランプが青色に点滅します。

＠）分別ケースが空であることを確認して、ダストボックスをきちんとセットしてください。

③細断ボタンを押して電源ランプを青色に点灯させてください。

④ CDをCD投入口の中央にまっすぐ投入してください。自動的に細断を開始し、細断が
終わると自動停止します。

⑪ 喜古CD投入口の中央にある感知部が感知するように投入
ください。感知しないとシュレッダは作動しません。

⑤細断終了後、細断ボタンを押して電源ランプを点滅させ、電
源スイッチを「切」にしてください。

CDの連続細断枚数は5枚までです。
さらに細断を続けられる場合は、一度分別ケースの細断くすを処分
してからこ使用ください。 5枚以上連続で細断すると、 CDがつまっ
てダストボックスが引き出せなくなります。

紙とCDを同時に投入しないでください。故障の原因になります。

□ 

゜
一度に細断できる最大枚数は、紙(A4上質紙64g/rri): 9枚、 CD:l枚です。適量に
分けて細断してください。

゜
紙またはCDを連続で細断する場合は、前の細断が終わり自動停止してから次の紙を
投入してください。

◎ 細断使用時間は10分以下を目安でお使いください。 (7ページ【モーター保護機能（モ
ーター過熱停止）について】参照）

゜
細断中はダストボックスをシュレッダ本体から引き出さないでください。ダストボックスを引き
出し細断が停止した場合は、ダストボックスを本体にセットすると細断が再開されます。

゜
紙とCDは投入口の中央にまっすぐ投入してください。斜めに投入すると紙づまりの原因、 CDの
破片が飛び散る場合があり危険です。また、本体の破損の恐れがありますので注意してください。

- 6 -



1 細甑物がつまった時は
投入した細断物が多すぎたり、斜めに投入すると細断物がつまった状態になり、エラーランプ
がオレンジ色で点滅し、オートリバース機能が作動します。オートリーバス機能が作動すると
自動的に逆転に切り替わりますので、投入口の細断物を取り除いてください。オートリバース
機能が作動してない場合は、逆転ボタンを押し「逆転」しながら取り除いてください。

⑰ 軽く引っ張っても取り出せない場合は、無理に引っ
.. 張らす逆転と正転を繰り返して細断を行い、細断

物を最後まで細断してください。無理に引っ張る
とモーターの故障やギアの破損の原因となります。

⑰ 紙づまりの際に、カッタ一部に残った細断不良くす
.. がCD用カッターの方へ押し出され、CD用の排出口

から出てくる場合があります。

細断能力が低下し頻繁に細断くすがつまるような場合は、シ
ュレッダ専用メンテナンスシート (NSE-MSA5)を右図1の
ょうに細断するか、ボトル入りの専用オイル(1S0-030)を
右図2のように準備し、そのまま細断してカッタ一部をお手
入れしてください。
シートの細断終了後、逆転を約20秒間、正転を約20秒間力
ッターを空転させ、カッターにオイルを行き渡らせてくだ
さい。

図1

メンテナンス
シート

シートに表記されている矢印の向きに
従って1枚投入してください。

お手入れには弊社のシュレッダ専用メンテナンスシ
ート (NSE-MSA5)または専用オイル(1S0-030)を
こ使用ください。製品はお近くのホームセンターま
たは量販店でお買い求めください。入手が困難な場
合は、お買い上げの販売店または弊社にこ相談くだ
さい。

｀ 専用こ/ジ
0コピー用紙を3-4枚言ね、 ②オイルを塗った紙の上に、
1番上にオイルを塗ってく もうl枚紙を重ねてください。
ださい。

C 誤作動による事故防止の為、お手入れの際には必す雫源プラグをコンセントから抜い
てください。

R 投入口や排出口には絶対に手や指を入れないでください。内部にカッターがあり大変
危険です。

R 可燃性のスプレー（潤滑剤・エアダスター）を使用しないでください。発火・爆発の
恐れがあります。

G悶曰糾咄『~冨叶岡,,~
本機の細断機構のモーターはlO分以上連続で細断すると、エラーランプがオレンジ色で点灯し

モーターの過熱を防止するために自動停止します。この場合は電源スイッチを「切」にして、

約30分程度休ませてからこ使用ください。

使用条件により lO分以上経過しても自動停止しない場合がありますが、その際もlO分以上経

過したら約30分程度休ませるようにしてください。

また、紙づまり状態で過熱停止した場合は、無理に紙を取り除かすそのまま約30分程度休ませ

たあと、逆転ボタンを押し「逆転」しながら紙を軽く引っ張り取り除いてください。
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各部の名称 I 

電源プラグ

:
 

シュレッダ本体

キャスター4個
（手前2個ロック機能付き）

ダストボックス

⑪ 本体からダストボックスを引き出す際は本体上部を
片手で押さえながら取っ手を引いてください。

a 
入切

※電源スイッチを本体
背面から見た図

000 
逆 細断

＝ ＝  エラー 電源

正転

CD投入口

操作ボタン

電源スイッチ

こ
匝全l

細断ランプ

電源スイッチの説明
「入」 ：一側を押すと電源が入り電源ランプが青色に点滅します。
「切」 ：0側を押すと電源が切れ電源ランプが消灯します。

操作ボタンの説明
「逆転」 ：ボタンを押してるあいだ逆転します。
「細断」 ：ボタンを押すと電源ランプが青色に点灯または点滅します。
「正転」 ：ボタンを押してるあいだ正転します。
※「逆転」「正転」は紙づまりの場合などに使用します。また、ボタン
を押してから実際に作動するまで少し時差が生じる場合があります。

ランプの説明
「エラー」 （ランプの色：オレンジ）

点灯：モーター過熱停止中です。
点滅：紙づまりが発生しています。
長い点滅：ダストボックスが開いています。

「電源」 （ランプの色：青）
点灯：細断可能な状態です。
点滅：待機状態です。
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1 機械のお手入れ
●シュレッダ本体、ダストボックスは、柔らかい布でから拭きしてください。
●汚れがひどい場合には、うすめた中性洗剤を含ませた布で軽く拭いて汚れを落とし、その後洗剤
が残らないように水拭き及びから拭きをしてください。

●投入口や排出口に付着した細断くすは、お手持ちの掃除機等で清掃してください。

⑰ ベンジン、シンナーなどの溶剤やクレンザーなどは使用しないでください。変色・変形
．． の原因になります。

C 誤作動による事故防止の為、お手入れの際には必す電源プラグをコンセントから抜い
てください。

R 投入口や排出口には絶対に手や指を入れないでください。内部にカッターがあり大変
危険です。

@ 可燃性のスプレーを使用しないでください。発火・爆発の恐れがあります。

1 主な仕様

品 番 NSE-404 

細断形状 紙／マイクロカット CD/5分割カット

細断寸法 約2x12mm

投 入 幅 紙1223mm CD/121 mm 

定格電圧・周波数 l DOV 50/BOHz 

定格消費電力 290・330W (50・60Hz) 

最大細断枚数 紙/9枚(A4上質紙64g/m)CD/1枚

定格細断速度 2 l・2 5ml分 (50・60Hz)

定格時間 約10分（休止時間30分）

外形寸法 W350X0255XH560mm 

重 量 約12kg

ダストボックス容量 約22リットル（分別ケース／約07リットル）

●本機のCDカッターはCDを細断することにより、一般のドライブ装置などで読み取りを不可能にす
るものであり、 CD内全体のデータを破壊するものではありません。データを不正読み取りされた場
合の損害に対し、当社は製品故障の如何を問わす一切の責任を負いません。

※改良のため、予告なく仕様・外観を変更することがあります。
※仕様の数値は、使用条件などにより変化する場合があります。

安全上の注意事項 安全のため必すお守りください 1 

この取扱説明書には製吊を安全に正しくお使いいただき、事故や損害を未然に防止するために
絵表示を使用して注意事項を注記しています。次に絵表示の内容と意味を表記しますので、理
解してから本文をお読みになり本機を使用してください。

△警告

△注意

この表示のある項目を無視して取扱いを誤った場合、使用者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示のある項目を無視して取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険が
想淀：される内容、および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

o. 
こ~;;;ス：二こ~=:戸孟戸；霊；ここ；：雲ご~;::::と:]

△注意 ●機械の設置上の注意事項
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〇欠::::::!二~~;置は避けてください。

・極端に温度や湿度が高いまたは低い場所

・ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所

・ほこりや振動の多い場所

・調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるような場所

〇圧悶―~=~喜犀悶臼げーし｀五―い。ーーま~tiこタコ定配線をしないでくだ
- - - - - - - - - - - - - - - - - -e_~ 竺悶誓言、は感二ご：：る言迄宣‘ら抜いて行ってください。

〇門讐託覧塁塁言認戸喜ぢ゜ま::'たもののバランスがくすれて倒れた

゜機械に乗ったり、腰かけたりしないでください。倒れて故障やケガの原因になります。

△警告 ●機械のこ使用上の警告事項

R子供使用禁止。子供を本機に近づけないでください。

RR@手、衣類、髪の毛等の巻き込みに注意してください。

R可燃スプレー厳禁。発火・爆発の恐れがあります。
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